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野村ブル・ベア セレクト6 
（円高豪ドル安トレンド6） 

運用報告書(全体版)
 

第２期（決算日2016年10月５日） 
 

作成対象期間（2015年10月６日～2016年10月５日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 

商 品 分 類 追加型投信／海外／その他資産（通貨）／特殊型（ブル・ベア型） 

信 託 期 間 2014年９月30日から2017年10月５日までです。 

運 用 方 針 
選択権付き為替予約取引を積極的に活用し、日々の基準価額の値動きが円から見た豪ドルの日々の値動きの概ね２倍程度反対となる投
資成果を目指して運用を行います。 

主な投資対象 円建ての短期公社債等の短期有価証券を主要投資対象とし、選択権付き為替予約取引を利用します。 

主な投資制限 株式への投資割合は信託財産の純資産総額の30％以内とします。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として利子・配当等収益等を中心に基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設
けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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野村ブル・ベア セレクト6（円高豪ドル安トレンド6）

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

債   券
組 入 比 率

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ 百万円

2014年９月30日 10,000 － － － － 30

１期(2015年10月５日) 11,315 0 13.2 74.1 － 175

２期(2016年10月５日) 11,540 0 2.0 － － 640
 
＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは、日々の基準価額の値動きが円から見た豪ドルの日々の値動きの概ね２倍程度反対となることを目指して運用を行うため、

ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券
先 物 比 率 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％

2015年10月５日 11,315 － 74.1 －

10月末 10,902 △ 3.7 72.1 －

11月末 10,290 △ 9.1 72.6 －

12月末 10,324 △ 8.8 55.1 －

2016年１月末 10,593 △ 6.4 80.5 －

２月末 11,864 4.9 － －

３月末 10,336 △ 8.7 － －

４月末 10,907 △ 3.6 － －

５月末 11,452 1.2 － －

６月末 12,602 11.4 － －

７月末 11,896 5.1 － －

８月末 11,947 5.6 － －

９月末 11,952 5.6 － －

(期  末)  

2016年10月５日 11,540 2.0 － －
 
＊騰落率は期首比です。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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野村ブル・ベア セレクト6（円高豪ドル安トレンド6）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2015年10月５日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

すので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、期首11,315円から期末11,540円に225円の値上がりとなりました。 

商品相場の下落やオーストラリア準備銀行による利下げを受けて豪ドルが対円で下落（円

高）し、基準価額は上昇しました。 
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野村ブル・ベア セレクト6（円高豪ドル安トレンド6）

○投資環境 

期首は豪ドルが対円でじりじりと上昇（円安）しましたが、12月初旬以降は商品価格が一段と

低下したことなどから豪ドルが対円で下落（円高）しました。2016年に入ってからは軟調な経済

指標やオーストラリア準備銀行による利下げを受けて豪ドルが対円で下落（円高）しました。 

 

 
 

○当ファンドのポートフォリオ 

国内の短期公社債を組み入れると共に、選択権付き為替予約取引を活用し、純資産総額に対

する実質的な為替予約額の比率を200％程度に維持してまいりました。 
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野村ブル・ベア セレクト6（円高豪ドル安トレンド6）

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは、日々の基準価額の値動きが円

から見た豪ドルの日々の値動きの概ね２倍程度

反対となることを目指して運用を行うため、ベ

ンチマーク等はありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

経費控除後の利子・配当等収益や基準価額水準を勘案し、今期の収益分配は見送らせていた

だきました。 

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１口当たり・税込み） 

項 目 
第２期 

2015年10月６日～ 
2016年10月５日 

当期分配金 － 

(対基準価額比率) －％

 当期の収益 － 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 1,542 
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

◎今後の運用方針 

今後も当ファンドの商品性格に沿った投資成果をめざす運用を行って参ります。 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。   



品 名：90001_140608_002_02_野村ブル・ベア セレクト 6（円高豪ドル安トレンド 6）_650548.docx 

日 時：2016/10/31 14:41:00 

ページ：5 

 

－ 5 － 

野村ブル・ベア セレクト6（円高豪ドル安トレンド6）

○１口当たりの費用明細 (2015年10月６日～2016年10月５日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 124  1.102 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 45)  (0.400) ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 73)  (0.648) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.054) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 0   0.002  (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 124   1.104   

期中の平均基準価額は、11,255円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊各比率は１口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第

３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2015年10月６日～2016年10月５日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

国 
内 

 千円 千円 
国債証券 9,173,785 9,303,794 

 
＊金額は受け渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

＊単位未満は切り捨て。 

 

  

公社債 



品 名：90001_140608_002_02_野村ブル・ベア セレクト 6（円高豪ドル安トレンド 6）_650548.docx 

日 時：2016/10/31 14:41:00 

ページ：6 

 

－ 6 － 

野村ブル・ベア セレクト6（円高豪ドル安トレンド6）

○派生商品の取引状況等 (2015年10月６日～2016年10月５日) 

 

銘 柄 別 
コール・ 

プット別 

買 建 売 建 当 期 末 評 価 額

新 規 

買 付 額 
決 済 額

権 利

行 使

権 利

放 棄

新 規

売 付 額
決 済 額

権 利

被 行 使

義 務 

消 滅 
買 建 額 売 建 額 

評 価

損 益

国 

内 

   百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

通貨オプション取引 オーストラリアドル コール － － － － 2,883 2,878 － 7 － 15 －

  プット 2,883 2,852 － 1 － － － － 15 － －
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2015年10月６日～2016年10月５日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定、解約状況 (2015年10月６日～2016年10月５日) 

期首残高 
（元 本） 

当期設定 
元  本 

当期解約 
元  本 

期末残高 
（元 本） 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
30 － － 30 当初設定時における取得 

 

○特定資産の価格等の調査 

当ファンドにおいて行った取引のうち、投資信託及び投資法人に関する法律により価格等の

調査が必要とされた資産の取引については、新日本有限責任監査法人へその調査を委託しまし

た。対象期間中（平成27年９月25日～平成28年９月26日）に該当した取引は、オプション取引

（為替店頭オプション取引）が980件あり、当該取引については当該監査法人からの調査報告書

を受領しました。 

なお、オプション取引（為替店頭オプション取引）については、通貨の種類、プット又はコー

ルの別、数量その他の当該オプション取引（為替店頭オプション取引）の内容に関することに

ついて調査を委託しました。 

 

  

オプションの銘柄別取引・残高状況 
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野村ブル・ベア セレクト6（円高豪ドル安トレンド6）

○組入資産の明細 (2016年10月５日現在) 

 

銘      柄      別 
コール・
プット別

当 期 末 

買 建 額 売 建 額 

国 

内 

   百万円 百万円

通貨オプション取引 オーストラリア ドル コール － 15

  プット 15 －
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2016年10月５日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

コール・ローン等、その他 729,857 100.0

投資信託財産総額 729,857 100.0
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

オプションの銘柄別期末残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2016年10月５日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 729,857,813  

 コール・ローン等 657,313,987  

 プット・オプション(買) 15,593,340  

 未収入金 56,950,486  

(B) 負債 89,024,840  

 コール・オプション(売) 15,593,340  

 未払金 71,014,472  

 未払信託報酬 2,411,502  

 未払利息 862  

 その他未払費用 4,664  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 640,832,973  

 元本 555,300,000  

 次期繰越損益金 85,532,973  

(D) 受益権総口数 55,530口

 １口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,540円

 
（注）期首元本額は155,050,000円、期中追加設定元本額は742,120,000

円、期中一部解約元本額は341,870,000円、１口当たり純資産額

は11,540円です。 
 

○損益の状況 (2015年10月６日～2016年10月５日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 △    108,664  

 受取利息 3,550  

 支払利息 △    112,214  

(B) 有価証券売買損益 60  

 売買益 △        293  

 売買損 353  

(C) 先物取引等取引損益 △ 34,777,295  

 取引益 509,320,395  

 取引損 △544,097,690  

(D) 信託報酬等 △  3,231,732  

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △ 38,117,631  

(F) 前期繰越損益金 329,164  

(G) 追加信託差損益金 123,321,440  

 (配当等相当額) (   16,421,683) 

 (売買損益相当額) (  106,899,757) 

(H) 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 85,532,973  

(I) 収益分配金 0  

 次期繰越損益金(Ｈ＋Ｉ) 85,532,973  

 追加信託差損益金 123,321,440  

 (配当等相当額) (   16,421,683) 

 (売買損益相当額) (  106,899,757) 

 分配準備積立金 329,164  

 繰越損益金 △ 38,117,631  
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引

損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

＊損益の状況の中で(D)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2015年10月６日～2016年10月５日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2015年10月６日～ 
2016年10月５日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円

c. 信託約款に定める収益調整金 85,312,473円

d. 信託約款に定める分配準備積立金 329,164円

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 85,641,637円

f. 分配対象収益(１口当たり) 1,542円

g. 分配金 0円

h. 分配金(１口当たり) 0円
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○分配金のお知らせ  

１口当たり分配金（税込み） 0円
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合 

分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合 

分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合 

分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 

 

 



＜お申し込み時の留意点＞

販売会社の営業日であってもお申し込みの受付ができない日（以下 ｢申込不可日｣ といいます。）が
あります。
お申し込みの際には、これらの申込不可日に該当する日をご確認のうえ、お申し込みいただきますよ
うよろしくお願いいたします。

（2016年10月5日現在）

ファンド名
年　月

「米国株スーパーブル6」
「米国株スーパーベア6」
「米国国債4倍ブル6」
「米国国債4倍ベア6」

2016年10月 7
11月 2、22、24
12月 22、26、30

※	2016年12月までに該当する「申込不可日」を現時点で認識しうる情報をもとに作成しておりますが、諸事情等により
突然変更される場合があります。
したがって、お申し込みにあたってはその点についても十分ご留意下さい。また、諸事情等による申込不可日の変更は、
販売会社に連絡いたしますので、お問い合わせ下さい。
なお、弊社ホームページ（http://www.nomura-am.co.jp/）にも掲載いたしております。
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